
て
鹿
児
島
か
ら
の
赴
任
で
あ
り
、
Ｗ
・
ウ
イ
リ
ス
の
弟
子
が
殆
ど
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

宮
崎
県
医
師
会
の
中
で
、
医
学
会
が
分
離
さ
れ
る
の
は
或
る
事
情
に

よ
る
の
だ
が
、
明
治
廿
九
年
で
あ
る
。
こ
の
と
き
か
ら
、
初
め
て
特
別

講
演
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
初
回
講
師
は
田
中
苗
太
郎
鹿
児
島
県

立
病
院
長
で
あ
る
。
ま
た
、
総
会
の
相
互
乗
り
入
れ
が
太
平
洋
戦
争
中

ま
で
続
け
ら
れ
、
相
互
に
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
。

野
球
の
試
合
な
ど
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、
そ
の
記
事
が
残
さ
れ
て
い

つ
（
》
Ｏ

鹿
児
島
の
医
学
に
多
く
の
恩
恵
を
う
け
な
が
ら
宮
崎
の
医
学
は
発
展

し
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
種
の
本
に
は
全
く
見
る
こ
と
の
な
い
、
医
師
会
の
こ
と
、
各
病

院
の
こ
と
、
助
看
保
養
成
の
こ
と
な
ど
誠
に
微
に
入
り
、
細
に
亘
っ
て

書
か
れ
て
い
る
の
は
誠
に
便
利
で
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は
鹿
児
島
大
学
の
紹
介
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

各
教
室
の
変
遷
、
研
究
テ
ー
マ
等
々
種
々
な
こ
と
が
教
え
て
頂
け
る
。

私
は
書
評
の
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
。
知
ら
な
い
な
が
ら
、
新
し
い
本

に
エ
ー
ル
を
送
り
得
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
鹿

児
島
の
医
学
」
を
読
ま
せ
て
頂
き
、
読
み
な
が
ら
、
こ
こ
で
私
に
も
コ

ロ
の
せ
て
下
さ
い
」
と
書
き
と
ど
め
な
が
ら
読
み
終
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
書
き
と
ど
め
た
く
な
る
、
好
き
な
、
素
晴
し
い
本
だ

と
思
う
。

（
田
代
逸
郎
）

〔
発
行
・
春
苑
堂
出
版
、
鹿
児
島
市
中
央
町
一
五
’
二
四
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
鹿

一
、
本
書
の
復
刻
刊
行
に
至
る
迄
の
経
緯

本
書
は
昭
和
十
六
年
に
著
者
に
よ
り
自
費
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
半

世
紀
後
に
、
内
容
を
補
記
し
て
再
生
さ
れ
た
と
い
え
る
。
今
回
の
発
行

は
郷
土
史
家
で
愛
郷
心
の
強
い
大
儀
正
夫
氏
の
献
身
的
奉
仕
に
よ
り
実

現
し
た
も
の
で
あ
る
。

能
美
洞
庵
の
遠
祖
が
広
島
県
能
美
島
出
身
で
あ
る
理
由
か
ら
、
大
儀

氏
は
郷
土
先
人
の
顕
彰
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
復
刻
の
刊
行
を
熱
望
し
、

田
中
先
生
の
快
諾
を
得
、
追
補
記
事
を
加
え
、
再
び
世
に
現
わ
れ
た
の

で
あ
る
。
本
書
に
は
防
長
の
地
で
も
余
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
能

美
一
族
の
業
績
が
田
中
先
生
の
尽
力
に
よ
り
明
か
に
さ
れ
、
そ
の
説
明

資
料
に
は
毛
利
公
爵
家
記
録
を
用
い
ら
れ
、
先
生
な
ら
で
は
の
研
究
成

果
が
躍
如
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
著
者
の
処
女
作
で
あ
り
、

時
と
場
を
超
え
て
、
医
学
の
み
な
ら
ず
教
育
・
文
化
面
に
迄
活
用
さ
れ

る
こ
と
は
、
著
者
の
学
者
冥
利
に
つ
き
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
あ
る
ま

い
○

二
、
体
裁

四
六
判
上
製
布
版
で
一
四
九
頁
、
使
用
活
字
は
大
き
く
読
み
易
く
、

写
真
は
追
加
分
を
入
れ
て
六
頁
に
な
っ
て
い
る
。
初
版
本
は
極
め
て
入

児
島
内
、
電
話
○
九
九
二
’
五
一
’
二
○
○
、
発
売
・
春
苑
堂
書
店
、

鹿
児
島
市
東
千
石
町
二
’
六
、
電
話
○
九
九
二
’
二
二
’
一
二
三
一
、

平
成
五
年
一
月
発
行
、
四
六
判
、
二
二
五
頁
、
定
価
一
五
○
○
円
〕

田
中
助
一
著
復
刻
『
能
美
洞
庵
略
伝
』

ワq7
－JJ (129）



手
困
難
な
資
料
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
今
回
の
復
刻
刊
行
は
大
い
に
歓
迎

さ
れ
、
貴
重
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
内
容

能
美
洞
庵
七
十
年
忌
を
記
念
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
元
禄
二

年
か
ら
長
州
藩
医
と
し
て
、
能
美
一
族
は
七
代
に
わ
た
り
登
用
さ
れ
、

洞
庵
二
七
九
四
’
一
八
七
二
）
は
五
代
目
で
あ
る
。
た
だ
洞
庵
一
代
の

業
績
の
み
な
ら
ず
、
三
代
由
庵
、
四
代
友
庵
の
活
動
状
況
が
長
州
を
中

心
に
江
戸
・
京
都
の
地
に
、
人
物
と
し
て
は
小
石
元
瑞
・
南
部
伯
民
・

頼
杏
坪
・
頼
山
陽
・
篠
崎
小
竹
・
小
田
海
隙
・
矢
野
筈
山
な
ど
が
現
わ

れ
て
く
る
。
洞
庵
は
毛
利
藩
主
の
信
任
も
厚
く
、
洞
庵
の
子
・
隆
庵
な

ど
と
共
に
医
学
館
創
設
、
洋
学
振
興
に
つ
と
め
、
牛
痘
法
普
及
、
コ
レ

ラ
予
防
な
ど
に
努
力
し
た
。
賀
屋
恭
安
・
青
木
周
弼
・
坪
井
信
道
な
ど

蘭
医
学
と
の
出
会
い
が
記
載
さ
れ
、
研
究
者
に
は
貴
重
な
資
料
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

附
録
「
雪
堂
詩
抄
」
七
十
九
題
は
洞
庵
の
晩
年
に
お
け
る
世
事
・
自

然
・
風
光
・
回
想
な
ど
の
感
懐
を
連
ね
た
詩
槁
と
な
っ
て
い
る
。

（
江
川
義
雄
）

〔
溪
水
社
・
広
島
市
南
区
殿
原
日
出
町
一
四
’
五
、
大
儀
正
夫
、
送
料
共
に

二
五
○
○
円
〕

大
阪
大
学
名
誉
教
授
梅
溪
昇
氏
が
、
こ
の
た
び
標
題
の
大
著
を
刊
行

さ
れ
た
。
著
者
は
昭
和
二
十
八
年
三
月
に
京
大
人
文
研
究
所
か
ら
大
阪

梅
溪
昇
著
「
洪
庵
・
適
塾
の
研
究
』

大
学
文
学
部
（
国
史
学
）
へ
赴
任
さ
れ
、
先
年
停
年
退
官
さ
れ
た
碩
学
で

あ
る
。
「
お
雇
い
外
国
人
」
、
「
日
本
近
代
化
の
諸
相
』
な
ど
多
く
の
著
作

を
出
さ
れ
、
医
史
学
会
と
も
深
い
関
係
を
も
た
れ
て
い
る
。
著
者
は
発

足
間
も
な
か
っ
た
適
塾
記
念
会
と
は
四
十
年
間
に
わ
た
り
、
そ
の
運
営

に
あ
た
ら
れ
、
ま
た
「
適
塾
」
の
発
行
に
は
直
接
た
ず
さ
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
。
従
っ
て
数
多
い
洪
庵
・
適
塾
に
関
す
る
史
料
や
研
究
害
に
は
精

通
す
る
と
と
も
に
、
ご
自
身
で
も
適
塾
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
を
発
表

し
て
こ
ら
れ
た
。
本
書
は
こ
れ
に
加
え
て
未
発
表
の
論
文
も
多
く
収
録

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
略
記
す
る
と
、
次
の
三
六
項
目
と

な
る
。佃
緒
方
洪
庵
と
適
塾
の
歴
史
的
評
価
を
め
ぐ
っ
て
。
洪
庵
画
像
・
夫

人
八
重
の
生
活
な
ど
七
項
目
。

か
い
し
よ
ま
ち

⑪
天
保
十
四
年
十
二
月
適
塾
の
過
害
町
移
転
説
の
根
拠
と
な
っ
て

い
た
史
料
に
つ
い
て
。
適
塾
解
体
修
理
工
事
の
開
始
に
さ
い
し
て
。
都

道
府
県
別
塾
生
名
簿
な
ど
七
項
目
。

川
福
澤
諭
吉
に
関
す
る
諸
事
項
、
七
項
目
。

側
緒
方
富
雄
「
蘭
学
者
の
生
活
素
描
Ｉ
緒
方
洪
庵
伝
補
遺
ｌ
」

の
再
検
討
な
ど
六
項
目
。

㈹
洪
庵
の
父
・
佐
伯
瀬
左
衛
門
の
経
歴
な
ど
五
項
目
。

側
適
塾
と
適
塾
記
念
会
な
ど
四
項
目
。

こ
の
よ
う
に
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

す
べ
て
に
つ
き
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
の
で
、
筆
者
も
関
連
の
あ
る
適

塾
の
過
害
町
移
転
年
月
確
定
に
つ
い
て
の
項
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

ノ
、
。
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